



















“To find the best strategy to encourage students to learn the language and cross-cultural 





















































１　掘切友弥他 (2009) 「地域との連携による authentic な国際交流を目指して」『第 58 回全国英語教育研究大会紀
要』全国英語教育研究団体連合会 ,  154-160.
－59－土持かおり・久木田美枝子　高大連携：地域との連携による autentic な国際交流を目指して
　　　A. 総合的な学習の時間 / Period of Integrated Study の活用
　　　　　対象：普通科 1 年 2 クラス（66 名）
　　　　　担当教員：普通科正副担任，管理職　　
　　　　　実施時間：「英語Ⅰ」「総合的な学習の時間」
　　　　　実施時期：2007 年 4 月～ 2008 年 3 月
　　　　　Result: ①　他の国際交流 /　自分の所属する社会 /　海外に対する関心が増加









　　　　　対象：普通科１年　（16 名 : 分割授業）
　　　　　担当教員：英語教科担任　　
　　　　　実施時間：「英語Ⅰ」Main Stream English Course Ⅰ 
　　　　　実施時期：2008 年 4 月～ 2008 年 7 月




































































は，ヨーロッパにおける言語能力発達段階の参照枠組みである Common European Framework of Reference for 























ター」（KAPIC）に交流校を紹介してもらうこととなった。2009 年 3 月，久木田と土持が
KAPIC を訪問し，研修課長の酒井氏から当該年度（ 2009 年度）来鹿予定の大学の日程説
明を受け，6 月（ 6 月 17 日～ 26 日）に鹿児島県での研修を予定している香港大学と本学
文学科英語英文学専攻１年生との国際交流を実施する運びとなった。日程については，後
日調整の上，6 月 23 日に実施することとなった。
３. ４.　交流に向けた授業内での準備
　香港大学との交流会（6 月 23 日）に向け，6 月 18 日「異文化コミュニケーション」の
授業は，交流前の準備時間として実施した。内容は，表１の通りである。



















Unit: 12：Hong Kong 
































































































































かを左右するものである（Bhawuk & Brislin, 1992）。近年は，異文化トレーニングや異文
化コミュニケーション教育において，異文化感受性を高めたり，その発達を促すことが重
要視されてきている。
　「異文化感受性発達尺度」（The Intercultural Development Inventory [IDI] ）は，個
人の異文化に対する感受性の発達度を測定する尺度であり，Bennett （1986a, 1986b, 1993） 
の提示した「異文化感受性発達モデル」（The Developmental Model of Intercultural 











































変化を示す数値 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨
交　　流　　前 １ １ １ ２ ２ ２ ３ ３ ３
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